平成１８年度第１回

社会教育委員会議・公民館運営審議会会議録

日　　時：平成１８年８月４日（金）午後１時３０分～３時３０分

場　　所：鳥取市役所第二庁舎　５階第１会議室

出席委員：＜委　員＞岩本委員、山田委員、佐々木ちえ子委員、奥田益夫委員、徳田委員、児島委員、村田委員、田渕委員、佐々木清之助委員、長谷委員、本部委員、宮尾委員、奥田志磨子委員、沢田委員、中村委員、花木委員

（欠席：廣田委員、水野委員、上山委員、谷口委員）

　　　　　＜鳥取市　中川教育長

事務局＞前根次長兼教育総務課長、木下次長兼学校教育課長、

神谷次長兼中央図書館長、中宇地教育改革推進チームリーダー、水野体育課長兼全国スポーツ・レクリエーション祭推進室長、寺崎全国スポーツ・レクリエーション祭推進室参事、中村文化財課長、松ノ谷人権教育課長、森本生涯学習課長、宮本中央公民館長、安本生涯学習課課長補佐、森田中央公民館主査、福市中央公民館主幹

　　　　　　　　※発言内容等について、事務局で一部加筆訂正しています。

１　開　会（進行　森本生涯学習課長）１３:３０

２　徳田会長あいさつ　

炎天の中を、またご多忙の中、お集まりいただきありがとうございました。

昨年の十月には、全国生涯学習フェスティバルに皆さまにはボランティアとしてご協力をいただきました。全国のみなさまと出会いふれあい、そういったことも体験していただきました。今年二月には文部科学大臣表彰を受賞された中ノ郷地区公民館の福本館長さんにおいでいただき公民館のあり方についてお話をお聞きし研修したところです。

７月２１日の県主催の社会教育委員研修会には、９名の委員さんに参加していただきました。社会教育委員が地域との連携をどう深めるか、推進していくかというテーマでの研修でしたが、我々自身もまだ彷徨っているのが現実であり、教育委員会事業に積極的に参画できることはないのかと考えますが、これからもよろしくお願いいたしたいと思っております。

３　中川教育長あいさつ

　　　お暑い中、ご多忙の中をご出席いただきありがとうございます。

社会教育委員として、公民館運営審議会委員として、皆さまには日頃からいろいろご意見をいただいております。特に合併後、旧鳥取市と旧町村の関連において社会教育の面、公民館のあり方等ではかなり調整事項が残っているように感じております。またもうひとつ、地区公民館のあり方がどうあればいいのかという問題が投げかけられています。市長は、早ければ１９年度か、遅くとも１９年度中にこの問題の結論を出していきたいと明言しております。公民館は、生涯学習の拠点として位置付けられておりますが、防災の拠点、避難の拠点としての機能、もう少し自治会的な要素も必要ではないだろうかという議論もございます。この点は教育委員会の分野外でありますが、そういう議論を無視するわけにはいきませんので、今後具体的なご意見をいただくこともあるかと思いますがよろしくお願いいたします。

３　委員・事務局自己紹介

　　　名簿の順番により自己紹介を行った。　　　

４　協議事項

（1） 平成１８年度社会教育関係事業について説明

教育委員会事務局組織・機構、教育機関等施設、平成１８年度教育行

政重点施策について、森本生涯学習課長が説明。

教育改革推進チーム事業概要について、中宇地チームリーダーが説明。

生涯学習課事業概要について森本生涯学習課長が説明。

体育課事業概要と全国スポーツ・レクリエーション祭について水野体

育課長兼推進室長が説明。

人権教育課事業概要について松ノ谷人権教育課長が説明。

文化財課事業概要について中村文化財課長が説明。

図書館事業概要及び鳥取市図書館整備計画について神谷中央図書館長

が説明。

　まず、事前に提出のあった意見、質問に対する回答等を説明

（1） 公民館運営の円滑化方策について

・ 公民館長への行政経験あるいは専門的な知識を備えた人材の登用

(回答)　公民館長については選考基準を設けていまして、地域の実情に明るく、地域の人望も篤く公民館の目的も理解されている方で、自治会の推薦を経て任命しております。

・ 公民館の指定管理者制度の導入、労働者派遣制度の適用の検討

(回答)　事務事業調整の段階にあり、指定管理者制度の検討を行っていない段階であり、貴重な御意見として受け止めさせていただきます。

（2） 鳥取県社会教育研修会の開催方法の改善について

県の家庭・地域教育課に照会し得られた県の回答を紹介した。社会問題等いろんな情報多様な形で提供していきたいと考えていること。より一層内容を焦点化し、問題提起についても内容を深めていきたいと考えていること。分散会の内容によっては、教育委員会以外の担当課職員に案内することも検討したと考えていることなどを説明。

（3） 小中一貫校推進事業について２か年にわたる研究及び検討の概要を聞かせてほしい。湖南小中学校以外の取り組みの予定はありますか。

(回答)　平成１６年度、旧鳥取市内の中学校区に小中１校の地域は湖南地域だけでした。児童・生徒の人数・規模等も段々少なくなっていくことから、地域に生きる活力ある学校づくり、地域にとって学校というのは大きいということから、今後の学校のあり方を検討しようというところから小中一貫校という考え方を出してまいりました。１６年度に先進地等の視察をしながら、これをさらに検討段階に乗せていくのがいいのではないか、効果的ではないかということで、１７年度は検討委員会に格上げしていろいろ検討してまいりました。その中で出てきましたのは、学校経営、学校の中身をどうするのかというようなことをさらに具体的に詰めていくこと、保護者、地域住民の願い・意向をしっかり把握しながら進めていくということ、さらに行政と家庭と地域、学校も含めてのことですが、これらの連携によって新たな学校づくりをしていく形で推進をしていくのがいいではないかということで、今年度より推進の段階に入っているということでございます。

湖南中学校に見られるような学校スタイルを持つその他の学校、地域もございますので、小中一貫校に限らず小中の連携ということで、学校教育課が中心となって小中の枠組みでの義務教育ということを考えています。発展的に湖南での事例をモデルケースにしながら、より９か年間で一貫した教育の参考事例になると考えております。

（4） 各公民館で開催されている生涯学習プログラムに他の地区の市民が参加は可能ですか。

(回答)　公民館だよりをベースにして情報提供しているため、講座情報が地区に限定されているのが通常です。他地区への情報提供は積極的には行っていないのが現状のようで、講座の定員もありますので、各プログラムの定員に余裕があれば可能と聞いております。

（長谷委員）

　　公民館の運営に指定管理者制度が馴染みますか。私は、反対です。公民館職員の配置の充実とかすべきであると思っています。

　　本日説明を受けた事項について質問を受ける。

（村田委員）

　　生涯学習に関してですが、公民館活動の強化ということでお話を聞かせていただきました。合併した旧町村と旧鳥取市との格差がまだあるように感じています。できれば合併した旧町村の意見も聴き寄せあって、いろいろ考えていただけたらというのがひとつの問題です。

また、公民館長の取り扱いについては若干勤務体制面で十分でないように感じております。市長は八月の市報で、コミュニティの拠点は地区公民館にあると言われています。これからいろいろと強化されるでしょうが、私は、館長がしっかりとリーダーシップを取っている公民館は強いように感じております。これから何かの機会に議論していただきたいと思います。

（生涯学習課長）

　　格差の実態を調査し把握する必要を感じています。そういう実態を踏まえてから格差の解消を進めていきたいと考えております。

館長の取り扱いについては、週の勤務時間に差があるのは事実です。館長さんがボランティアの精神を持って、しっかりとリーダーシップをとって積極的に取り組んでいただいている公民館もたくさんございます。そのあたりの実態を理解していただきながら館長さんのお力を借りていきたいと考えています。

（村田委員）

　　どっかで議論をしていただきたいと思っているということでございます。

（教育長）

公民館長は、地域からの推薦を基本としています。人選については、賛否両面ある場合もあるように聞いております。公民館長は週１０時間勤務で、手当が５２，５００円で、非常勤特別職でございます。勤務時間、手当の改善等の問題もあり、何らかの方向性を１９年度中までには出すようにすると思います。

（奥田委員）

公民館の需要は増えている。公民館事業に参加する人の評価は良い。公民館事業に関わらない市民はどうなのかと思う。地域をあげてやっているのかなと思うことがある。公民館を拠点として防災施設としての機能を充実することは必要なことだと考えている。

（宮尾委員）

教員を退職して日々気づくことを述べたい。地域に高齢者が増えてきている。概して高齢者は活動の範囲が狭く寂しい思いをされる人も多いように思う。公民館活動に参加される人は非常に生き生きとされている。公民館事業に参加しない人がかなり多い実態があるように見受ける。公民館事業に参加する人を増やすことが課題かなと思う。参加しない人の思いを何とかできないものかと考えている。

（児島委員）

公民館事業の参加者は、ほとんど高齢者である。公民館が活性化するためには、子どもを対象にした事業を考えていかなければと思う。　

（中村委員）

人づくり事業とモラルやマナー・ルールを大切にする風土づくり事業の関連はどうか。文化財保護の鳥取城跡の整備についてお聞きしたい。

（生涯学習課長）

　　生涯学習事業の人づくり事業は、高齢者と子どもの異世代間の交流をずっと行ってきています。

今回モラルやマナーを絡めた公民館事業を評価していくというのは、昨年度から研究会、検討会をして、今年最終的には全市挙げての啓発活動をしていくと、今後は地域に下ろしていくと、そうなると当然公民館が拠点になりますし自治会活動、婦人会活動と絡めて風土づくり事業を進めていく必要があるということになります。今年度、公民館活動の中で地域でできることを考えていただくきっかけづくりとしていかなければならない年だと思っています。風土づくり事業を来年度から地域に下ろしていくスタンスになりましたので、公民館の取り組みとして考えていく必要があると思っております。　

（文化財課長）

平成１７年度に基本計画を策定し、久松山・太閤ケ平を史跡の範囲に定め、３０年かけて整備する計画で、概算事業費５２億円です。平成１８年度は実施計画を策定する予定にしております。大手筋基本設計、利活用計画、鳥取城歴史調査計画、都市公園・保有林・国有林の管理計画が主な内容としています。この他にも鳥取市西高改築との調整等の課題があります。

（田渕委員）

小中一貫校の地域に生きる活力ある学校づくりと説明を受けたが、何でこんなところに地域という言葉が出てくるのかなと考えをめぐらしていました。モデルケースに選ばれたのは湖南地域ですけれども、さらに１中学校区に複数の小学校がある場合に将来的には小学校の統合ということが出てくるのではないかなと思うわけです。

鳥取市の学校給食食材の地産地消が行われている中で、地元食材使用率を分かれば教えて下さい。

（教育改革推進チームリーダー）

地域に生きるという言葉は、これは小中一貫校に限らず児童数５０人に満たない学校を特別枠で小規模校特別転入事業の実施校として３つの小学校を指定しています。地域の教育力を生かしていくことが大事ではないかなと考えています。学校教育の中に地域・家庭の教育力がずいぶん大事だということで、地域の中に生きる地域の特徴を反映した学校の活力になるだろうという学校づくり、小中一貫校でもこういう学校づくりを理念としていきたいと考えています。これは他の学校区にも転移していくものだろうと思います。

（田渕委員）

地域の教育力と言いますが、地域の人が学校とどういう風に関わっていったらいいのか、地域の人に分かりにくいのではないかと思う。

（教育改革推進チームリーダー）

この間、子どもの安全を確保するということで、学校の中の安全と登下校の安全を確保する事業を立ち上げたときに、現実にはすんなりとはいきませんでした。学校とＰＴＡと公民館、この三者にはやはり核になっていただきたいと話を持っていっても、これは学校がすること、これは地域、なかなかむずかしいことがございます。子どもの問題を解決するために、三者が子どもを真中においてどう知恵を出すのかといったことをコーディネトする、そういうところを創っていかなければならないと取り組みを今行っているところです。

（体育課長）

学校給食の地元食材使用率は、平成１７年度の実績で３９.５％です。

（佐々木委員）

今の時代、モラルやマナー・ルールを大切にすることが必要だと思っています。８月６日に開催される大野コンサートも発信することが大事だと思います。子どもたちからどういう発言があるのか楽しみにしていますが、そういったことをまとめて発信する。まとめた上で、次の段階をどう考えるかにつなげてほしいと考えています。

（児島委員）

鳥取市には文化団体協議会に加盟する団体が７１団体、それに関わる人が約２万人います。ですから公民館活動以外に、鳥取市人口の約二割が活動を行っていることを知っていただきたい。　

（奥田委員）

現在のスポーツ人口は分かりませんか。

（体育課長）

　　地区体育協議会を通して調べて見ましょう。　

（徳田委員）

生涯学習課の資料、生涯学習推進体制の確立の項目に、社会教育指導員を配置し、とありますが、どのように配置してありますか。

（生涯学習課長）

社会教育指導員は生涯学習課に現在２名配置し、社会教育に関する指導、学習相談、社会教育団体の育成に努めていただいています。

５　閉　会　　１５:３０

